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都志見病院 
 

病院概要説明 



当院は

を理念に、地域に根差した医療を提
供し、地域とともに歩んでおります。
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防護服脱着研修

嘔吐物処理研修

手洗い研修
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全体研修

カンファレンスにて患者様に最適な治療法を選択していきます
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術後の順調な回復をサポートします！

職場復帰や在宅復帰目指す
患者さまを支援します！

あきらめない想いを支援します！

手工芸などの作業療法を通じてQOLの向上を図ります
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患者様やご家族の不安などの
サポートをする社会福祉士

2時間程度の一時帰宅を安全にサポートする
理学療法士

あきらめない想いを支援します！

一時帰宅の安心サポート

都志見病院は、
NST（栄養サポートチーム）稼働認定施設です。

NST とは、
患者様に最適な栄養管理
を行えるように、
多職種で構成された医療
チームのことです。
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NSTは、毎週木曜日に話し合いを行い、
患者様の状態を確認します。

食事の形態の変更？

栄養補助食品
の種類は？ 点

滴
が
必
要
？

栄
養
剤
の

利
用
？
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緩和ケアとは、身体や心などの様々なつらさを和らげ、より
豊かな人生を送ることができるように考えていくケアです。
緩和ケアは、がんが進行してからではなく、がんと診断され
たときから必要に応じて行われるものです。
患者さんやそのご家族の悩みや相談に対応しております。

薬剤師

医師

医療ソーシャル
ワーカー

作業療法士
看護師

理学療法士

管理栄養士
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医療圏 2019年
宇部･小野田 4,509 
下関 3,324 
山口･防府 2,867 
周南 2,755 
岩国 1,751 
柳井 870 
萩 444 
長門 413 

27%

20%

17%

16%

10%

5%

3% 2%

宇部･小野田 下関

山口･防府 周南

岩国 柳井

萩 長門
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2019年がん診療症例数
がん登録システムHos-CanRNextより201９/1/1～201９/12/31診療症例を抽出

0 10 20 30 5040部位 総計 男性 女性

 食道 6 2 4

 胃 45 30 15

 小腸 2 2

 大腸(結腸43,直腸13） 56 32 24

 肛門、肛門管 4 1 3

 肝･肝外胆管･胆嚢 15 10 5

 膵臓 20 12 8

 肺 17 10 7

 乳房 19 19

 甲状腺 7 3 4

 前立腺 36 36

 腎 7 3 4

 尿管 4 3 1

 膀胱 24 19 5

 子宮（頸部10,体部8） 18 18

 卵巣 2 2

 口腔・鼻腔・耳下腺 5 2 3

 咽頭・喉頭 5 5

 脳 16 9 7

 骨髄 7 4 3

 悪性リンパ腫 3 1 2

 皮膚 15 6 9

 その他 1 1

総計 334 188 146

60

男

女

16列マルチスライスＣＴを

導入し､各種のがんの早期発

見に役立っています。

大腸3DＣＴ検査では内視鏡検査より､患者さんへの負担が

軽減され、３次元画像診断が可能です。

通常の大腸内視鏡 大腸３DCT：大腸仮想内視鏡
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当院は撮影から解析まで行っています。

１.５テスラーＭＲＩに

よって各種がんの診断に

利用しています。

認定診療放射線技師による

撮影と認定読影医と画像診断

システム（ＣＡＤ）による

画像読影により、早期乳がん

の発見に努めています。
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転移性骨腫瘍や特殊な腫瘍の診断に

有効です。

消化器がん、泌尿器がん、乳がん、

甲状腺がん等の早期発見に努めています。

山口大学医学部病理医の協力で、迅速ながん診断が可能です。

手術中の迅速病理診断や細胞診を行っています。
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一部の早期食道がんや早期胃がんに対して内視鏡的粘膜下層切開剥離術
(ＥＳＤ)を行っています。
体を切らずに行うので、患者さんへの負担が軽くて済みます。
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Ａ.一部の食道がんに対して胸腔鏡下食道切除を導入しています。
Ｂ.胃がん、大腸がんに対して腹腔鏡下手術を導入しています。
Ｃ.肝胆膵がんに対する高度技術手術を導入しています。

Ｄ.その他の消化器がん、乳がん、泌尿器がんに対して、年間１５０例の手術を行って います。

がんに対する標準的薬物療法を実施しています。
分子標的薬、免疫チェックポイント阻害剤といったがん細胞
のみを標的とする最新の薬剤についても導入しております。
医師の指示によって抗がん剤の特徴や副作用などを説明する
服薬指導も行います。
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食道がん、胃がん、大腸がん、

肝・胆・膵がん、乳がん、

泌尿器がんを中心に

頭頸部がん、婦人科がん、

脳腫瘍に対しても

化学療法を行っています。

外来点滴室（4床）では、注射薬剤調整室を完備し、専任薬

剤師、看護師を配置して積極的に外来化学療法に取り組んで

います。

また、アピアランスケアのご相談にも応じております。

※アピアランスケアとは脱毛などの様々な外見に対するケアのことです

37

38



以前の化学療法は、入院で行う事が多かったのですが、

診療日数の短縮化などから、現在の治療は、入院から外来へ

移行している現状があります。

患者様に安心、そして納得して治療を受けて

いただけるよう、全力でサポートして参ります。

何時でもお気軽にお声かけください。

また、注射による抗がん剤治療だけ

でなく、内服の抗がん剤を用いるなど、

治療も多様化してきています。

市民啓発活動 院内から院外へ
出前講座・市民公開講座
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院内から院外へ 出前講座
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地域包括ケア病棟への
入棟経路

48% 52%

0 20 40 60 80 100

退棟時転帰割合

■自院からの転棟
■直接入院

■自宅退院 ■転棟
■他所入所 ■転院
■死亡退院

83%

7%
6%

3% 1%

ＰＯＣリハ
（ＡＤＬ練習）

看護師による
トイレ動作練習
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FIM評価実施患者数 161名/269名（評価実施率60%）
平均年齢 80.09歳

入棟時FIM平均値91.64点
（運動項目 60.08点, 認知項目30.85点）

退院時FIM平均値107.74点
（運動項目 72.53点, 認知項目31.22点）

リハビリテーション一日平均単位数 2.29単位
病棟レクリエーション実施

FIM利得平均値12.10点
（運動項目 11.73点, 認知項目0.73点）

リハビリ対象患者在宅復帰率 84.7％

包括ケア病床のリハビリ効果2019年

レクリエーション
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モーニングミーティング
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予約が必要です

必要な検査が
1日で可能

乳がん検診

マンモグラフィ
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乳腺超音波

乳がん検診

子宮がん検診
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ほかにも、
保険証の種類によって

受けられるがん検診があります。
※加入している健康保険によって検診の制度が違うため

詳しくは健診室へお問い合わせください

定期的に
健診・がん検診を受けましょう。
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萩市民病院 799 

都志見病院 881 

玉木病院 468 

萩むらた病院 256 

合計 2,404 

萩市民病院
33%

都志見病院

37%

玉木病院
19%

萩むらた病院
11%

対応可能 対応不可
脳疾患 一部の脳卒中
消化器疾患 循環器疾患
外傷 心臓大血管損傷
泌尿器科 小児救急
産婦人科 多発外傷
耳鼻咽喉科 脊損

解放骨折

骨盤骨折
※現在、日本脳卒中学会一次脳卒中センター

に指定されている

57

58



H10年1月 山口県地域災害拠点病院

H23年3月 ＤＭＡＴ指定医療機関

H25年7月 萩島根豪雨災害2回

H28年4月 熊本震災1回

DMAT
医師３名･看護師4名･事務調整員2名

JMAT
医師２名･看護師4名

災害支援看護師11名

災害支援実働計 3回
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がん患者さん、そのご家族の方々
が情報交換、意見交換する場とし
て、患者サロン“だいだい”を開
催しています。
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当院は訪問看護ステーションつばきを併設しており、在宅
患者さんとご家族のために２４時間３６５日対応しており
ます。診療所・福祉と連携し在宅緩和ケアから看取りまで
積極的に行っています。

訪問看護についてのお問合せやご相談は

都志見病院 地域連携室

都志見居宅介護支援事業所

訪問看護ステーション つばき
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４～６月のイベントの記録

６月 手作り玩具

５月 こいのぼり遊び
４月 お散歩
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